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上
意
東

研
修
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

令
和
四
年
五
月
一
日

過
去
の
研
修
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
を
、

お
ち
ら
と
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

畑
Ｍ
さ
ん
の
投
稿

白
花
た
ん
ぽ
ぽ

中
に
黄
色
花
一
輪

畑
の
道
路
端

(

抜
粋)

お
ち
ら
と
村
様

3
月
27
日(

日)

に
、
20
年
ぶ

り
ぐ
ら
い
に
星
上
山
か
ら
京
羅

木
山
登
山
を
し
ま
し
た
。
星
上

山
地
区
は
、
相
当
荒
れ
て
い
ま

し
た
。
ス
タ
ー
パ
ー
ク
は
閉
鎖

さ
れ
て
い
て
、
藤
原
地
区
か
ら

の
車
道
も
、
ス
ギ
の
落
ち
葉
で

覆
わ
れ
て
通
行
の
可
否
を
疑
う

ほ
ど
で
し
た
。
京
羅
木
山
に
近

づ
く
に
従
い
、
山
道
の
踏
み
跡

も
多
く
な
り
、
上
意
東
公
民
館

設
置
の
道
標
も
あ
り
、
や
や
安

心
し
京
羅
木
山
へ
到
達
し
ま
し

た
。
15
名
ほ
ど
の
団
体
登
山
者

や
、
単
独
や
2
、
3
名
の
登
山

グ
ル
ー
プ
も
あ
り
、
こ
の
日
に

出
会
っ
た
登
山
者
は
全
30
名
超

と
思
わ
れ
ま
し
た
。
昔
開
い
た

山
道
が
、
立
派
な
登
山
道
と
し

て
根
付
い
て
い
る
こ
と
に
感
動

し
、
3
月
29
日(

火)

に
お
電
話

を
差
し
上
げ
ま
し
た
。

以
下

略

Ｎ
・
Ｙ
さ
ん

(

東
広
島
市
西
条
町
在
中)

お
ち
ら
と
村

昨
年
植
え
た
芝
桜
が
キ
レ
イ
に

咲
い
て
い
ま
す

お
ち
ら
と
村

桜
は
緑
が
濃
く
な
り
ま
し
た

田
植
え
の
準
備
が
進
ん
で
い
ま
す

今
ま
で
3
回
の
現
地
調
査
を

行
っ
た
結
果
、
京
羅
木
山
頂
地

点
か
ら
西
側
と
南
側
部
分
の
尾

根
沿
い
に
、
曲
輪
を
中
心
と
し

て
普
請
が
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

確
認
さ
れ
ま
し
た(

縄
張
り
図
参

照)

。永
禄
8
年(

１
５
６
５)

毛
利

元
就
が
月
山
富
田
城
を
１
年
余

り
に
及
ぶ
兵
糧
攻
め
で
、
月
山

を
見
下
ろ
す
京
羅
木
山
は
司
令

塔
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

県
教
育
委
員
会
が
京
羅
木
山
、

勝
山
城
、
三
郡
山
と
比
較
的
に

規
模
の
大
き
な
史
跡
を
調
査
さ

れ
た
の
が
知
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
今
回
の
調
査
に
お
い
て
、

そ
れ
に
繋
が
る
尾
根
沿
い
な
ど

に
も
広
く
手
が
加
え
ら
れ
、
猫

一
匹
た
り
と
も
入
れ
な
い
陣
を

張
っ
て
い
た
こ
と
が
想
像
で
き

ま
す
。

（
森
廣
光
彦
）

島
根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー

中
世
城
館
京
羅
木
山
周
辺

現
地
調
査
（
中
間
報
告
）

お
手
紙
が
届
き
ま
し
た

京
羅
木
山
か
ら
星
上
山
の
ル
ー

ト
開
設
に
関
わ
っ
て
お
ら
れ
た

方
か
ら
の
手
紙
を
一
部
紹
介
し

ま
す
。

以
前
9
年
ほ
ど
、
揖
屋
に
在

住

さ

れ

て

い

た

そ

う

で
す
。

京
羅
木
・
星
上
山
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
倒
木
整
備

作
業(

令
和
4
年
3
月)

上
意
東
地
域
づ
く
り
協
議
会

こ
の
調
査
の
様
子
は
、Y

o
u
T
u

b
e

に
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Y
o
u
T
u
b
e

し
ま
こ
だ
チ
ャ
ン
ネ
ル

「
突
撃
！
山
城
を
攻
め
る

京
羅
木
山
に
登
っ
て
き
ま

し
た
」

京羅木山城(山頂部)
2022年2月9日、3月8日
作画 高屋茂男
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手
づ
く
り
館物
語
今
回
は
、
手
づ
く
り
館
の
中
に

あ
る
機
械
を
紹
介
し
ま
す
。

第3回

5
月

4
月
29
日(

金)

～
5
月
5
日(

木)

お
ち
ら
と
村
子
ど
も
展
示
会

22
日(

日)

月
山
富
田
城
跡
登
山

●
上
意
東
地
域
自
治
会

地
域
づ
く
り
協
議
会
引
継
ぎ
会

6
月

7
日(

火)

竹
灯
籠
づ
く
り

●
8
日(

火)

京
羅
木
山
周
辺
中
世
城

館
現
地
調
査

●
25
日(

金)

26
日

(

土)

倒
木
整
備
作
業

3
月
の
出
来
事

上
意
東
の
行
事
予
定

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
い
か
が
お
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
度
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
み
い

と
う
で
は
、
上
意
東
地
区
全
戸
に

マ
ス
ク
を
配
布
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
さ
さ
や
か
で
す
が
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

そ
し
て
、
早
く
元
の
生
活
に
戻

れ
ま
す
様
願
う
ば
か
り
で
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

か
み
い
と
う
よ
り

第
57
回
上
意
東
戦
没
者
追
悼

慰
霊
祭
を
、
去
る
4
月
1
日(

金)

、

乗
光
寺
本
堂
に
て
執
り
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

今
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
流
れ
焼
香
と
な
り
ま
し
た
が
、

太
平
洋
戦
争
で
お
亡
く
な
り
に

な
ら
れ
た
上
意
東
の
21
名
の
戦

没
者
の
遺
影
の
前
で
無
事
に
法

要
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。今

、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
戦
争

の
悲
惨
な
現
状
を
見
る
と
い
か

に
平
和
の
尊
さ
を
痛
感
し
ま
す
。

早
く
新
型
コ
ロ
ナ
の
終
息
と

世
界
に
戦
争
の
無
い
平
穏
な
日
々

が
訪
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
止
み

ま
せ
ん
。

（
い
し
ず
え
の
会

会
長

森
廣
紀
元)

上
意
東
た
け
の
こ
生
産
組
合

(

組
合
員
21

名
、
組
合
長
森
口

和
宣
）
は
、
4
月
14
日
か
ら
タ

ケ
ノ
コ
の
集
荷
が
始
ま
り
最
盛

期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

集
荷
は
6
回
を
予
定
し
、
主

に
松
江
市
と
姉
妹
提
携
し
て
い

る
愛
知
県
大
口
町
に
あ
る(

株)

大
和
屋
守
口
総
本
家
に
2
・
5

ｔ
を
含
め
約
7
ｔ
の
出
荷
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。
平
成
30
年
か

ら
生
産
組
合
を
設
立
し
、
市
内

の
加
工
業
者
、
京
羅
木
農
産
に

も
出
荷
し
加
工
さ
れ
ま
す
。

ス
マ
ホ
教
室

開
催

お
ち
ら
と
村

日 時：5月16日(月)14:00～16:00

場 所：おちらと村

定 員：10名

参加料：1,000円

講 師：リペア本舗東出雲店

店長 永島 真也 氏

1:スマホとは何ですか？

2:スマホの画面に出る表示の名前は

何ですか？

3:電話の受けと発信

4:文字の打ち方を覚えましょう

(音声入力と文字打ち)

5:スマホの関連した詐欺の実態の現状

≪シニアのスマホ教室カリキュラム≫

定
員
に
な
り
次
第
、
募
集
を

を
締
め
切
り
ま
す
。
お
早
め

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

上記の内容を１時間半行い、残り30分
は個別相談となります

穴
を
あ
け
る
機
械
。

木
材
を
固
定
す
る

た
め
、
正
確
な
位
置
決
め
と
、
垂

直
に
穴
を
開
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

帯
に
な
っ
た
ノ
コ

刃
を
回
転
さ
せ
、

木
材
や
ア
ル
ミ
な
ど
を
切
断
す
る

機
械
。
奇
麗
な
切
断
が
で
き
る
。

バ
ン
ド
ソ
ー

ボ
ー
ル
盤

ウ
ッ
ド
タ
ー
ニ
ン
グ

(

高

速

で

回

転

さ

せ

た
木
材
に
刃
を
あ
て

て
削
り
作
品
を
作
る
こ
と)

を
す
る

上
で
、
木
材
を
回
転
さ
せ
る
た
め

の
機
械
の
こ
と
。
仕
組
み
が
陶
芸

で
使
う
「
ろ
く
ろ
」
と
同
じ
こ
と

か
ら
、
木
工
ろ
く
ろ
と
も
呼
ぶ
。

木
工
旋
盤
(

ろ
く
ろ)刃

が
高
速
で
上
下
し
て
素

材
を
切
断
す
る
。
曲
線
も
簡
単
に

作
る
こ
と
が
で
き
る
。

糸
鋸

広
い
範
囲
を
効
率
よ
く
一
度
に
研

磨
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ベ
ル
ト
サ
ン
ダ
ー

デ
ィ
ス
ク
サ
ン
ダ
ー

上
意
東
戦
没
者

追
悼
慰
霊
祭四角い穴をあける

(角ノミ)
丸い穴をあける

広い面の研磨曲線も直線も
研磨できる

直角の面を研磨
することが得意

高
庭

原
田
修
様

よ
り
、
ご
家
族
様
の
ご
逝
去
に
伴

う
香
典
返
し
と
し
て
「
地
域
づ
く

り
の
為
に
活
用
く
だ
さ
い
」
と
ご

寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
み
い
と
う
）

広
い
範
囲
を
効
率
よ
く
一
度
に
研

磨
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ス
ピ
ン
ド
ル
サ
ン
ダ
ー

細かい作業が
得意

タ
ケ
ノ
コ
の
出
荷
は
じ
ま
る


